
 

す
る
中
、
最
も
厳
し
い
貧

困
状
態
に
置
か
れ
て
い
る

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
い

じ
め
を
許
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。 

制
度
の
復
活
、
新
た
な

支
援
制
度
の
創
設
を
求

め
、
運
動
を
大
き
く
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

制
度
廃
止
に
、
日
本
共

産
党
と
無
所
属
女
性
議
員

以
外
の
議
員
が
賛
成
し
ま

し
た
（
水
曜
会
、
明
政
会
、

公
明
党
、
市
民
連
合
、
新

政
ク
ラ
ブ
）
。 

オ
ー
ル
与
党
の
、
福
祉

に
冷
た
い
政
治
を
表
し
て

い
ま
す
。
不
況
が
長
期
化
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い
る
事
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。 

市
議
会
で
は
、
再
開
発

会
社
の
経
営
状
況
や
返
済

計
画
、
融
資
に
至
る
経
過

を
質
し
て
も
ま
と
も
な
答

弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
資
料
を
要

求
す
る
と
、
オ
ー
ル
与
党

の
議
員
が
一
斉
に
反
対

し
、
資
料
の
提
出
が
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
、
異
常

な
議
会
運
営
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

３
月
予
算
議
会
で
は
、

東
桜
町
再
開
発
事
業
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
繊
維
ビ
ル
跡
地

に
28
階
建
て
地
下
１
階
建

て
の
超
高
層
ビ
ル
を
建
設

す
る
事
業
で
、
総
事
業
費

は
、
１
２
４
億
円
で
す
。

そ
の
う
ち
福
山
市
は
総
額

11
億
円
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
６
年
据
え

置
き
25
年
償
還
で
、
再
開

発
会
社
に
対
し
７
億
円
の

無
利
子
貸
し
付
け
を
し
て

大
不
況
の
下
、
中
小
業

者
の
倒
産
が
相
次
ぎ
、
銀

行
が
貸
し
渋
る
状
況
が
あ

る
中
で
、
駅
前
再
開
発
に

は
破
格
の
扱
い
で
税
金
が

投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 不
動
産
会
社
が
破
綻
し
多
額
の
税
金
が

投
入
さ
れ
た
再
開
発
ビ
ル
予
想
図 

服
代
に
使
う
な
ど
、
か
け

が
え
の
な
い
支
援
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

制
度
を
な
く
す
な
と
、

市
長
・
議
長
宛
の
署
名
は

短
期
間
で
急
速
に
広
が
り

２
千
筆
を
超
え
ま
し
た
。 

市
は
、
廃
止
の
理
由
を
、

「
子
ど
も
手
当
が
創
設
さ

れ
る
」「
高
校
授
業
料
が
無

 

「
福
山
市
遺
児
年
金
」

は
、
高
校
生
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
、
母
子
家
庭
や

父
子
家
庭
へ
、
年
額
２
万

２
千
円
、
両
父
母
が
い
な

い
場
合
に
４
万
１
千
円
を

支
給
し
、
６
千
７
百
人
超

が
対
象
で
す
。
年
収
２
百

万
円
代
が
大
半
の
母
子
家

庭
で
は
、
お
米
代
や
学
生

３
月
福
山
市
議
会
で
、「
福
山
市
遺
児
年
金
」
が
、
日
本

共
産
党
以
外
の
オ
ー
ル
与
党
の
議
員
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

料
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。 

子
ど
も
手
当
は
、
扶
養

控
除
廃
止
の
財
源
を
使
う

た
め
、
多
く
の
家
庭
が
増

税
と
な
り
、
高
校
授
業
料

の
無
償
化
も
「
特
定
扶
養

控
除
」
の
引
き
下
げ
が
予

定
さ
れ
、
大
半
の
世
帯
が

増
税
と
な
り
ま
す
。 

市
は
、「
事
実
上
減
収
と

な
る
世
帯
が
発
生
す
る
」

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
制
度
廃
止
を
強
行
し
た

の
で
す
。 

要
望
署
名
は
２
千
人
を
超
え
ま
し
た
＝

３
月
11
日
、
署
名
提
出
の
市
民
ら 

大
不
況
の
下
、
失
業
者

の
雇
用
確
保
が
緊
急
課
題

で
す
。
政
府
は
「
雇
用
創

出
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
雇
用
期
間
は
、
原

則
６
ヶ
月
、
更
新
は
一
回

限
り
と
さ
れ
、
次
の
仕
事

が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、

自
動
的
に
失
職
で
す
。 

市
独
自
で
、
雇
用
確
保
と

支
援
策
を
求
め
、
政
府
に

対
し
、
新
た
な
雇
用
創
出

と
、
緊
急
雇
用
対
策
で
雇

用
さ
れ
た
人
の
期
間
の 

延
長
を
要
望
し
ま
し
た
。 

市
長
は
「
緊
急
雇
用
対

策
で
直
接
雇
用
し
た
臨
時

職
員
は
延
べ
57
人
。
こ
の

う
ち
20

人
が
民
間
企
業

な
ど
に
就
職
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
、
雇
用
創
出

な
ど
、
独
自
の
就
労
支
援

を
行
う
」
と
答
弁
。
そ
の

後
、
福
山
市
は
市
の
非
常

勤
職
員
の
採
用
枠
な
ど
を

活
用
し
、
雇
用
確
保
の
努

力
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
減
免
制
度
に
つ

い
て
、
早
急
に
活
用
し
や

す
い
も
の
に
改
善
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。 

（
答
弁
） 

一
部
負
担
金
減
免
制
度

（
質
問
） 

国
保
税
の
引
上
げ
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
算

上
で
は
、
約
３
億
円
で
引

上
げ
は
阻
止
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
確
保
し
、
引
き
上

げ
を
中
止
せ
よ
。 

は
、
国
が
、
本
年
中
に
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
ふ
ま
え
、
２
０

１
０
年
度
以
降
に
全
市
町

村
で
の
適
切
な
運
用
の
た

め
の
一
定
の
基
準
を
提
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。 
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う
時
間
の
確
保
の
手
立
て

を
質
問
し
ま
し
た
。 

（
答
弁
） 

教
職
員
の
多
忙
化
を
解

消
す
る
た
め
、
報
告
書
類
、

校
外
研
修
、
指
導
主
事
の

学
校
訪
問
等
の
回
数
を
削

減
し
、
公
開
研
究
会
の
実

施
方
法
を
見
直
し
た
。 

今
後
さ
ら
に
、
報
告
書
類

（
質
問
） 

文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
先
生
の
ス
ト
レ
ス
状

況
は
一
般
企
業
以
上
に
深

刻
で
、「
う
つ
傾
向
」
を
訴

え
る
教
員
は
、
一
般
企
業

の
２
・
５
倍
で
す
。
中
で

も
「
多
忙
さ
」
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
は
最
多
で
す
。 

先
生
が
子
ど
も
と
向
き
あ

の
精
選
を
行
い
ま
す
。 

（
質
問
） 

 

先
生
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
、
少
人
数
学
級
の
実

現
や
教
職
員
の
増
員
が
必

要
だ
が
実
現
の
計
画
は
？ 

（
答
弁
） 

少
人
数
学
級
は
、
こ
れ

ま
で
、
段
階
的
導
入
の
妥

当
な
学
年
順
位
、
モ
デ
ル

校
を
設
定
し
て
の
導
入
方

式
、
新
た
な
採
用
教
員
の

給
与
水
準
と
任
用
形
態
な

ど
、
様
々
に
検
討
し
て
き

た
。 国

が
「
今
後
の
学
級
編

成
や
教
職
員
定
数
の
改
善

の
在
り
方
」
を
検
討
し
て

お
り
、
福
山
市
は
国
の
内

容
を
見
定
め
る
。 
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